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祝

成

人 
 

小
笠
原
村
で
今
年
め
で
た
く
成
人
さ
れ
た
方
々
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

和

田 

幸 

片

桐

陽

太 

岡
山
か
ほ
り 

上

條

森

恵 

高

倉 

篤 

河

合

重

宜 

佐
々
木
将
史 

岡 

紋

子 

小

林

佑

海 

森

脇 

航 

横

谷

夢

月 

永

合

建

吾 

田

口

哲

郎 

仲

村

武

蔵 

高

橋

伸

明 

宮

川

彩

乃 

朝

長

彩

夏 

坂

本

佳

那 

飯

田 

匠 

【
母
島
】 

稲

垣

智

也 

伊

豆

英

行 

大

塚

元

永 

茂

木

夏

海 

（
生
年
月
日
順
・
敬
称
略
） 

 
式
典
は
、
父
島
・
母
島
合
同
で
１
月
２
日
に
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
20
名
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
。 

出
席
者
１
人
ず
つ
、
新
成
人
の
誓
い
の
言
葉
を
力

強
く
述
べ
ま
し
た
。
今
後
の
新
成
人
の
皆
様
の
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小

笠

原

村

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

1/29現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

12月気象状況    （父島） 

最高気温   26.2℃ 

最低気温   14.8℃ 

平均気温   20.3℃ 

平均湿度   73％ 

月降水量  184.0mm 

住民基本台帳登録者数（1/1）                      

             2,434人 

             父島      母島               

  人口      1,980人   454人 
  世帯      1,067    235 

短期滞在者     34人      14人 

ＮＯ．５４７ 

平成21年(2009) 

２/１(日) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

小 笠 原 村 消 防 団 出 初 式 
 

 

１月７日（水）に母島沖港岸壁で小笠原村消防団母島分団出初式が、１月１２日（月）に父島二見桟橋船客待合所で小笠原村消防団

出初式が挙行され、母島・父島ともに新春の澄み渡る青空の下、式典および放水演習を無事行うことができました。 
式典終了後は、たくさんの子どもたちが消防車の体験乗車に集まり、会場は未来の消防団員たちの笑顔で一杯になりました。 
 

◆ 出初式で表彰および紹介した平成２０年中の表彰 ◆ 
【消防団表彰】 
《日本消防協会優良表彰》小笠原村消防団 
【消防団員表彰】 
《東京都功労者表彰》赤石 一昌 団長 
《小笠原村長特別功労賞》村井德資朗 団員（父島） 
《小笠原村長功労賞》金子  隆 団員（父島） 佐藤 進也 団員（父島） 柏木  徹 団員（父島） 
《東 京 都 消 防 褒 賞》茂木 雄二 班長（母島） 
《日本消防協会功績章》佐々木等史 班長（父島） 
《東京都消防協会功労章》寺戸 慈須 団員（母島） 
《東京都消防協会優良章》沖山 精二 班長（父島） 
 
 
 
 

 

小笠原村消防団 母島分団 放水演習（父島） 小笠原村消防団 
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所得の申告（確定申告と村都民税申告） 
 

個人の所得（収入）に関する税申告には、所得税（国税）の確定申告と、村･都民税（地方税）の申告があります。（所得税の確定申

告をされた方は、村・都民税の申告は不要となります。） 
所得税の確定申告とは、個人が毎年１月１日から１２月３１日までの１年間に生じた税額を自分で計算し、翌年２月１６日から３月  

１５日までの間に税務署に申告書を提出して、源泉徴収された税金や予定納税で納めた税金などとの過不足を清算する手続きです。 
【申告期間】２月１６日(月)～３月１６日(月)  

【芝税務署による出張相談申告日】 

《母島》２月２５日（水）、２６日（木）     母島支所２階会議室        午前９時～午後４時（正午～午後１時３０分除く） 

《父島》３月 ２日（月）～４日（水）   地域福祉センター多目的ホール   午前９時～午後４時（正午～午後１時３０分除く） 

【受付場所】（１）所得税確定申告：芝税務署、財政課税務係、母島支所庶務係で申告書を受け付けます。 

※ただし、村の窓口に申告書を提出した場合には仮受付となります。  

（２）村都民税申告書：財政課税務係および母島支所庶務係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 所得税確定申告が必要な方 】 
（１）一 般 の 場 合：事業を営んでいる方や不動産収入のある方など 
（２）給与所得者の方：次のいずれかに該当する場合は申告が必要です。 

○給与、賃金、報酬などの合計収入が１０３万円以上あり、所得税の源泉徴収がさ

れていない方（アルバイトやパートを含む） 
○給与の年収が、２千万円を超える方 
○給与所得と退職所得以外の所得があり、それらの所得合計額が２０万円を超え

る方 
○２か所以上から給与を受け、合算して年末調整されてない方 

（３）土地や建物を売却された方 
（４）給与と年金をもらっている方 
（５）保険などの満期金を受け取った方 
（６）次の方は、確定申告により税金が還付される場合があります。 
○マイホームを住宅ローンで取得した方 
○多額の医療費を支払った方 
○年の中途の退職などにより、年末調整を受けていない方 
○国や地方公共団体、特定公益増進法人等に寄付金を支払った方 
○所得税の減免や雑損控除の適用を受けようとする方  など 

【所 得 税 関係 書類 の送 付 】 

○個人事業者の方には、芝税務署より

直接郵送されますが、届かない場合

には村役場窓口にてお受け取りく

ださい。 
○村役場窓口での所得税申告書等関

係書類の配布は、２月初旬からの予
定です。 

【所得税確定申告書の作成 】 

税関係の申告書は、ご自身で作成し

提出していただくことが原則となっ

ております。（税理士に依頼する場合

等を除く。）お早目の準備をお願いし

ます。 
申告書作成の際には｢確定申告の手

引き｣等を参考にしてください。 
※白色申告で、事業所得・不動産所

得・山林所得のある方は、必ず「収

支内訳書」を添付してください。 

※源泉徴収票は、原本の提出が必要に

なりますので、必ず添付してください。

【  収入がない方などの申告  】   
 

収入が無い方や少ない方などで所得税確定申告の必要のない方、または給与支払者（個人および法人）から村に給与支払報告書

が提出されていない方などは、村都民税の申告をお願いします。村都民税の申告は、村都民税台帳の作成資料となりますので、

この申告をされないと所得証明や非課税証明などの各種税関係証明書の交付ができません。また、国民健康保険税や保育料の算

定資料や児童手当などの各種福祉関連手当等支給の際の大切な資料にもなります。 

 

【 村都民税の申告をしなくてもよい方 】 
（１）税務署に所得税の確定申告書を提出された方 
（２）給与以外の所得がなく、勤務先から小笠原村に給与支払報告書が提出された方 
 

●問合せ先 芝税務署   ０３―３４５５―０５５１ 
      財政課税務係       ２―３１１２ 
 

 

インターネットでの申告等について 
 

国税庁のホームページ（http://www.nta.go.jp/）には、「確定申

告書作成のコーナー」があります。手軽に確定申告書等を作成し、

画面に従ってデータを入力すると、税額まで自動的に計算してく

れます。入力が終われば、印刷したものをそのまま税務署に提出

することができます。 

また、ｅ－Ｔａｘを利用しての電子申告を行うことができます。

詳細はホームページをご覧いただくか、芝税務署までお問い合わ

せください。 

 また、各種申告書および手引き、添付書類などの入手や申告に

関するＱ＆Ａを見ることもできます。 

 

住宅ローン控除 
 

平成１１年から平成１８年の間に入居し、所得税の住宅 

ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなか

った額がある場合は、期間内の申告により、翌年度の住民
税所得割から控除できます。 
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お
が
さ
わ
ら
丸
燃
料
油
価
格 

変
動
調
整
金
緊
急
補
助
金
の
停
止 

 

先
月
の
村
民
だ
よ
り
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と

お
り
、
復
路
が
２
月
以
降
の
乗
船
者
か
ら
、
お
が
さ

わ
ら
丸
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
緊
急
補
助
金
の
支

給
を
停
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

 

往
路
が
２
月
よ
り
前
で
調
整
金
が
付
加
さ
れ
て
い

て
も
、
復
路
を
２
月
以
降
に
乗
船
さ
れ
る
方
は
、
補

助
金
の
交
付
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
復
路
が
１
月
ま
で
の
方
は
、
緊
急
補
助
金

を
支
給
い
た
し
ま
す
が
、
乗
船
証
明
書
の
有
効
期
間

は
発
効
か
ら
１
か
月
間
で
す
の
で
、
補
助
金
を
申
請

さ
れ
る
際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

長
寿
（後
期
高
齢
者
） 

医
療
保
険
料
の
納
期 

 

平
成
20
年
度
長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料

の
第
４
期
納
期
限
は
、
３
月
２
日
（月
）で
す
。
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に
よ
る
納
付
を
申
し

込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
方
法
が
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
の
方
は
、
２
月
支
給
の
年
金
よ
り
天
引
き
さ
れ

ま
す
。
徴
収
額
等
は
納
入
通
知
書
の
期
割
保
険
料
額

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

第

16
回
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
「
第
16

回
く
ら
し
の

法
律
・
税
金
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
、
お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
、
遺
言
相
談 

皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
に
、
弁
護
士
、
司

法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。 

（
公
証
人
が
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
成
す
る
場
合
は

有
料
で
す
。
） 

【
日
時
】 

２
月
12
日
（木
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 
 
 
 

13
日
（金
）
午
前
９
時
〜
午
後
７
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
母
島
は
午
前
11
時
ま
で 

【
場
所
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
そ
の
他
】 

○
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張

し
て
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

◎
く
ら
し
の
法
律
教
室 

公
証
人
に
よ
る
「
遺
言
公
正
証
書
作
成
の
す
す
め
」 

遺
言
は
自
筆
で
も
作
成
で
き
ま
す
が
、
公
証
人
の

作
成
す
る
遺
言
公
正
証
書
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
公
証
人
を
講
師
に
迎
え
、
分
か
り
や
す

い
説
明
を
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
12
日
（木
）
午
後
７
時
〜
８
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
13
日
（金
）
午
後
５
時
〜
６
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０ 

０
８
０
―
１
０
８
７
―
５
４
７
７ 

第３７回小笠原ロードレース大会結果 
 

１月 18（日）に実施されましたロードレース大会の、各部門の上位結果を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 小林 佳子 17分 08秒 

第２位 穂坂 麻子 17分 09秒 

第３位 菅原 智恵 18分 43秒 

 

【一般男子の部 ６ｋｍ 】 

第１位 穂坂 稔  22分 22秒 

第２位 佐々木正次 23分 04秒 

第３位 和田 勉之 23分 20秒 
 

【一般男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 中田 光昭 14分 43秒 

第２位 乙部 政人 17分 02秒 
第３位 荒井 太一 18分 41秒 

【高校生男子の部 ６ｋｍ】 

  第１位 佐藤 健一  22分 27秒 

  第２位 瀬堀 礼音 25分 11秒 

  第３位 池田 裕貴 25分 15秒 

【高校生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 梅野なぎさ  21分 02秒 

  第２位 繁藝 萌夏 22分 36秒 

  第３位 増井 葵  23分 07秒 

【小学生低学年男子の部 ２ｋｍ】 

第１位 渋谷 優太 ８分 31秒 

第２位 渋谷 秀平 ８分 34秒 

第３位 和田 稜泉 ９分 01秒 

【小学生低学年女子の部 ２ｋｍ】 

第１位 楜澤 風   ９分 15秒 

第２位 関  優菜 ９分 52秒 

第３位 金城 美晴 ９分 54秒 

【小学生高学年男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 西村 雄海 15分 25秒 

第２位 櫻田 蒼  16分 13秒 

第３位 増井 翔太 17分 01秒 

【小学生高学年女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 田口衣里恵 17分 38秒 

第２位 矢口 絵巳 18分 09秒 

第３位 森岡 瑞稀 18分 40秒 

【中学生男子の部 ６ｋｍ】 

第１位 青島 海斗 24分 13秒 

第２位 森下 浬  24分 18秒 

第３位 井上 瑤  24分 56秒  

【中学生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 井ノ口ふさの 18分 39秒 

  第２位 梅原みづき 18分 42秒 

  第３位 川越 美南 19分 03秒 

 

【団体の部 男子 ６ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 小笠原中学校 ２時間 04分 16秒 

第２位 小笠原高校 ２時間 06分 26秒 

第３位 海 自 父 島 ２時間 07分 44秒 
 

 

【団体の部 女子 ４ｋｍ】上位５名の合計 

  第１位 小笠原小学校 １時間 32分 44秒 

第２位 小笠原中学校 １時間 35分 30秒 

 第３位 小笠原父島ＡＣ １時間 38分 11秒  

【特別賞】 

 佐藤 文記 

以上が各部門の表彰者です。（敬称略） 

今大会は、晴天のベストコンディションに恵まれ、約３００名の参加者があり、日ご

ろの練習の成果を十分に発揮し、各部門において熱戦が繰り広げられました。 

大会の運営にご協力いただきました各関係機関および諸団体の皆様に、紙面を借りて

お礼申し上げます。       

 
●問合せ先  小笠原ロードレース実行委員会（教育委員会内）２―３１１７ 
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給
食
調
理
師
（父
島
保
育
園
）の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
調
理
師 

１
名 

【
業
務
内
容
】 

父
島
保
育
園
の
給
食
調
理
業
務
（
行
事
対
応
含
む
）

 

【
採
用
予
定
日
お
よ
び
期
間
】 

平
成
21
年
４
月
１
日 

〜
平
成
22
年
３
月
31
日
（更
新
あ
り
） 

【
勤
務
日
時
】 

月
曜
日
〜
金
曜
日 

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
（超
過
勤
務
あ
り
） 

【
給
与
等
】
月
額
17
万
円
以
上 

（労
働
保
険
、
社
会
保
険 

完
備
） 

【
応
募
資
格
】 

村
内
に
在
住
す
る
方
で
調
理
師
免
許
を
有
し
、

調
理
経
験
の
あ
る
方
（栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養

士
免
許
な
お
可
） 

【
募
集
要
項
の
配
布
】 

２
月
２
日
（月
）
か
ら
村
役
場
に
て
配
布
し
ま
す
。 

【
提
出
書
類
】 

履
歴
書
（写
真
付
き
）、
調
理
師
免
許
（写
し
） 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験
に
よ
る 

【
そ
の
他
】 

業
務
内
容
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

年
間
業
務
委
託
の
契
約 

  

４
月
１
日
か
ら
行
う
年
間
業
務
委
託
に
関
す
る
契

約
手
続
き
を
、
２
月
下
旬
か
ら
３
月
に
か
け
て
行
う

予
定
で
す
。
発
注
予
定
表
に
つ
い
て
は
、
今
月
中
に

村
役
場
本
庁
舎
内
の
掲
示
板
に
掲
示
し
ま
す
。 

 

事
業
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
資
格
等
が
必
要
な
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
各
事
業
担

当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
入
札
な
ど
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

村
へ
の
業
者
登
録
が
必
要
で
す
。
手
続
き
に
つ
き
ま

し
て
は
、
村
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 

平
成
20
年
度
固
定
資
産
税
第
４
期
の
納
付
期
限

は
、
３
月
２
日
（月
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
定
め
ら
れ
た
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
い
た

だ
か
な
い
と
、
そ
の
対
応
の
た
め
に
多
く
の
時
間
や

経
費
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
滞
納
整
理
の
た
め
の
費
用
も
大
切
な
税
金
か

ら
支
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
有
効
に
村
税
を
活

用
す
る
た
め
に
も
、
早
期
に
ご
納
付
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 
父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
２
月
２
日
（月
）〜
17
日
（火
） 

【
診
療
日
程
】
２
月
21
日
（土
）、
22
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
ご
希

望
さ
れ
る
日
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課  

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
の
ご
予
約
は
お
早
め
に 

 

年
度
末
は
予
約
が
集
中
し
ま
す
。
年
度
内
の
搬
出

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
ポ
ン
コ
ツ
車
は
手
続
き
が
終
了
し
だ
い
、

共
勝
丸
の
運
航
ご
と
に
搬
出
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

    

２
―
３
１
１
５ 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ 

  

日
ご
ろ
よ
り
、
持
続
可
能
な
資
源
循
環
型
社
会
構

築
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
13
年
の
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
施
行
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
４
千
台
の
使
用
済

家
電
が
適
正
に
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
２
月
１
日
よ
り
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
搬
料
金
が

値
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、㈶

家
電
製
品
協
会

が
海
上
運
賃
の
一
部
を
村
に
補
助
す
る
措
置
を
受
け

て
の
時
限
値
下
げ
改
定
で
す
。 

 

ま
た
、
４
月
１
日
よ
り
液
晶
テ
レ
ビ
、
プ
ラ
ズ
マ

テ
レ
ビ
、
衣
類
乾
燥
機
が
新
た
に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
対
象
品
目
に
追
加
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
旧
来

の
粗
大
ご
み
と
し
て
の
無
料
取
り
扱
い
は
３
月
31

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。 

【
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
運
搬
料
金
値
下
げ
】 

平
成
21
年
２
月
１
日
受
付
か
ら
１
年
間
（予
定
） 

【
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
改
正
】 

液
晶
テ
レ
ビ
、
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
衣
類
乾
燥

機
が
４
月
１
日
か
ら
法
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

同
時
に
粗
大
ご
み
と
し
て
の
無
料
取
り
扱
い
を

終
了
し
ま
す
。 

  

詳
細
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
と
し
て
、
集
落
周
辺

の
総
合
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
に
よ
り
被
害
兆
候
の
見
つ
け
方

な
ど
全
般
的
な
相
談
受
付
、
家
屋
の
点
検
や
樹
木
の

駆
除
作
業
も
行
い
ま
す
。 

 

シ
ロ
ア
リ
の
被
害
は
、
こ
の
対
策
事
業
の
効
果
も

あ
り
集
落
周
辺
地
域
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も

な
く
切
れ
る
ま
た
は
、
す
で
に
切
れ
て
い
る
な
ど
の

方
は
、
シ
ロ
ア
リ
対
策
団
が
来
島
す
る
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
予
約
期
間
】
２
月
２
日
（月
）〜
３
月
６
日
（金
）

 

【
対
策
日
程
】
３
月
２
日
（月
）〜
10
日
（火
） 

※
点
検
・
駆
除
作
業
を
伴
う
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 
 
 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

下
水
道
出
前
授
業 

 

下
水
道
っ
て
何
だ
ろ
う
？
私
た
ち
の
使
う
お
風
呂

や
ト
イ
レ
の
水
は
ど
こ
へ
流
れ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
？
そ
ん
な
素
朴
な
疑
問
か
ら
下
水
を
き
れ
い
に
す

る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
や
実
験
、
ビ
デ
オ
映

像
等
を
交
え
な
が
ら
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
大
人
ま

で
を
対
象
に
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。 

小
笠
原
の
生
活
水
環
境
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
２
月
25
日
（水
）
午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
小
笠
原
村
情
報
セ
ン
タ
ー 

【
対
象
】
小
学
校
高
学
年
以
上 

【
主
催
】
管
路
管
理
総
合
研
究
所 

 

●
問
合
せ 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

油
・
シ
ン
ナ
ー
等
を
流
さ
な
い
で
！ 

 

油
、
ペ
ン
キ
、
シ
ン
ナ
ー
、
モ
ル
タ
ル
な
ど
は
下

水
の
処
理
機
能
だ
け
で
な
く
管
理
に
も
大
き
な
ダ 

メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。 

正
し
い
排
水
を
心
掛
け
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 

２
―
３
１
１
５ 
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２
０
０
８
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

入
選
作
品
パ
ネ
ル
展
示
お
よ
び
人
気
投
票
の
実
施 

 

２
０
０
８
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
選
し

た
作
品
を
パ
ネ
ル
展
示
す
る
と
と
も
に
、
人
気
投
票

を
行
い
各
賞
の
受
賞
作
品
を
決
定
い
た
し
ま
す
。
一

般
の
部
・
金
賞
作
品
は
、
小
笠
原
の
顔
と
も
い
え
る

観
光
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
い
た
し
ま
す
の
で
皆
さ

ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
期
間
》
１
月
31
日
（土
）〜
２
月
８
日
（日
） 

 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

【
母
島
】 

《
期
間
》
２
月
12
日
（木
）〜
18
日
（水
） 

 

《
場
所
》
沖
港
船
客
待
合
所 

 
 

な
お
、
最
終
審
査
結
果
は
村
民
だ
よ
り
３
月
号
お

よ
び
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

ノ
ヤ
ギ
駆
除
の
実
施
に
伴
う
立
入
制
限 

 

小
笠
原
村
で
は
、
農
業
被
害
軽
減
を
目
的
に
、
夜

明
道
路
、
湾
岸
道
路
、
巽
道
路
、
小
港
道
路
周
辺
に

お
い
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
最
近
は
、
こ
れ
ら
の
道
路
周
辺
で

は
、
比
較
的
ノ
ヤ
ギ
と
の
遭
遇
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

父
島
南
部
で
は
ノ
ヤ
ギ
の
生
息
数
が
非
常
に
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
次
の
日
程
で
、
小
港
海
岸
か
ら
中
山

峠
、
ブ
タ
海
岸
、
南
袋
沢
周
辺
に
お
い
て
銃
器
に
よ

る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
の
た
め
、
ノ
ヤ
ギ
駆
除
実

施
区
域
の
立
入
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
立
入
制
限
場
所
】 

八
ツ
瀬
橋
〜
中
山
峠
〜
ブ
タ
海
岸
の
遊
歩
道

お
よ
び
そ
の
周
辺
、
南
袋
沢
周
辺 

【
立
入
制
限
日
時
】 

 
 

２
月
17
日
（火
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時 

 
 
 
 

23
日
（月
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時 

【
そ
の
他
】 

○
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。 

○
ノ
ヤ
ギ
駆
除
実
施
の
有
無
は
、
当
日
午
前
９
時

の
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

《
駆
除
事
業
》
産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

《
歩
道
管
理
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催 

「小
笠
原
観
光
の
将
来
と
シ
ニ
ア
の
旅
行
市
場
」

 
 

東
京
都
お
よ
び
東
京
諸
島
観
光
情
報
推
進
協
議
会

は
、
小
笠
原
諸
島
に
シ
ニ
ア
世
代
を
誘
致
す
る
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
小
笠
原
観
光
の
将
来
と
シ
ニ
ア
の

旅
行
市
場
」
を
開
催
し
ま
す
。 

団
塊
世
代
が
退
職
時
期
を
迎
え
、
今
後
は
旅
行
を

楽
し
む
シ
ニ
ア
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
本
年
１
月
21
日
に
東
京

都
庁
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
を
行
う

と
と
も
に
、
シ
ニ
ア
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
受
け

入
れ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
対
談
を
交
え
検
討
い
た
し

ま
す
。 

ガ
イ
ド
、
宿
泊
業
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

村
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
２
月
13
日
（金
）
午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】 

小
林
天
心 

観
光
進
化
研
究
所
代
表 

（
小
笠
原
誘
客
促
進
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

 

《
略
歴
》 

旅
行
会
社
に
勤
務
後
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
政
府
観
光
局
日
本
地
区
局
長
を
経
て
現

職
、
日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
理
事
、
北

海
道
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師 

吉
井
信
秋 

小
笠
原
村
観
光
協
会
副
会
長 

マ
ル
ベ
リ
ー
代
表 

長
堀 

茂 

小
笠
原
村
産
業
観
光
課
長 

【
内
容
】 

①
東
京
都
庁
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告 

②
提
言
「
こ
れ
で
い
い
の
か
！
小
笠
原
の
受
入
体
制
」 

③
対
談
「
小
林
天
心
氏
×
吉
井
信
秋
氏
」 

④
行
政
支
援
情
報 

⑤
意
見
交
換 

【
主
催
】
東
京
都
産
業
労
働
局
観
光
部 

東
京
諸
島
観
光
情
報
推
進
協
議
会 

【
ご
案
内
】 

 
 

参
加
す
る
方
は
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

当
日
会
場
が
満
席
に
な
り
し
だ
い
、
受
け
付
け
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
産
業
労
働
局
観
光
部
振
興
課
（有
泉
） 

 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
７
６
７ 

 

産
業
観
光
課 

    
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
体
験
事
業 

『フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
』 

 

「
誰
で
も
」
「
い
つ
で
も
」
「
世
代
を
超
え
て
」

「
好
き
な
レ
ベ
ル
で
」
「
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
」

楽
し
め
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
、
全
国
各
地
で
誕
生
し
て
い

ま
す
。 

 

そ
の
体
験
事
業
と
し
て
、
「
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
」
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
18
日
（水
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

 

《
対
象
》
小
学
生
以
上
の
方
（一
般
含
む
） 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
20
日
（金
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
小
中
学
校
体
育
館 

 

《
対
象
》
中
学
生
以
上
の
方
（一
般
含
む
） 

【
参
加
方
法
】 

 
 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
動
き
や
す
い
服

装
と
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
を
用
意
の
う
え
、
当
日

時
間
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

※
父
島
小
学
生
へ
は
、
別
途
日
程
で
学
校
を
通
し

て
募
集
を
行
い
ま
す
。 

【
講
師
】
相
根 

澄 

氏
（元
フ
ッ
ト
サ
ル
日
本
代
表
） 

【
主
催
】㈶

東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団 

 

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

 

２
―
３
１
１
７ 

 

将
棋
教
室 

  
｢

将
棋｣

の
持
つ
相
手
を
思
い
や
る
心
や
礼
儀
作
法

な
ど
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
プ
ロ
の
棋
士
に
よ
る｢

将

棋
教
室｣

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
19
日
（木
） 

午
後
７
時
30
分
〜
９
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
20
日
（金
） 

午
後
７
時
30
分
〜
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
参
加
方
法
】 

 
 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
時
間
ま
で

に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

※
小
・
中
学
生
へ
は
、
別
途
日
程
で
学
校
を
通
し

て
募
集
を
行
い
ま
す
。 

【
講
師
】 

 
 

大
島 

映
二 

７
段 

 
 

豊
川 

孝
弘 

６
段 

【
主
催
】
東
京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業
団 

【
共
催
】
社
団
法
人
日
本
将
棋
連
盟 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 
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村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
１
月
18
日
（日
）〜
29
日
（木
） 

○
国
・
都
各
関
係
機
関
予
算
要
望
、
挨
拶
等 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

裁
判
員
制
度
に
関
す
る
説
明
会 

 

平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「裁

判
員
制
度
」を
ご
存
知
で
す
か
？ 

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
が
裁
判
員
と

し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う

か
、
有
罪
だ
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か

を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
い
く
制
度
で
す
。 

 

こ
の
度
、
東
京
地
方
検
察
庁
担
当
者
に
よ
る
裁
判

員
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
お
よ
び
場
所
】 

 

《
母
島
》
２
月
24
日
（火
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
村
民
会
館 

 

《
父
島
》
２
月
25
日
（水
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

26
日
（木
）
午
後
２
時
〜
４
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

村
役
場
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
地
方
検
察
庁
（広
報
担
当
） 

 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
５
６
１
１
（
内
線
３
４
０
８
） 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
２
月
の
「
母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
２
月
16
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
願
い 

  

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
飲
酒
運
転
根
絶
を
目
指
し

対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
未
だ
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
方
と
警
察
署
が
一
丸
と
な
っ
て
飲
酒

運
転
の
な
い
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
島
・
小
笠
原
」
を

築
き
ま
し
ょ
う
。 

 

飲
酒
運
転
す
る
の
も
、
さ
せ
る
の
も
、
犯
罪
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
試
験
日
時
】
２
月
22
日
（日
）
午
前
９
時
〜 

【
申
込
締
切
】
２
月
20
日
（金
）
午
後
５
時 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

小
笠
原
警
察
署 

少
年
柔
道
・
剣
道
部
員
の
募
集 

  

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
の
少

年
柔
道
・
剣
道
の
新
入
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

 
 

小
学
校
１
年
生
以
上
の
児
童
（男
女
問
わ
ず
） 

【
練
習
時
間
】 

 

《
柔
道
》
毎
週
水
曜
日 

 
 
 
 
 
 

午
後
４
時
〜
５
時
（新
入
部
員
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
５
時
〜
６
時
（現
部
員
の
小
学
生
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
６
時
〜
７
時
（中
学
生
以
上
） 

 

《
剣
道
》
毎
週
木
曜
日 

 
 
 
 
 
 

午
後
５
時
〜
６
時 

（新
入
部
員
・
現
部
員
の
小
学
生
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
６
時
〜
７
時
（中
学
生
以
上
） 

【
練
習
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
道
場 

【
募
集
締
切
】
３
月
31
日
（火
） 

【
見
学
時
間
】
午
後
５
時
〜
６
時
の
間
い
つ
で
も
可 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
生
活
安
全
係 

２
―
２
１
１
０ 

 

平
成
21
年
度
東
京
都
自
然
保
護
員 

（東
京
都
レ
ン
ジ
ャ
ー
）募
集 

 

【
身
分
】
地
方
公
務
員
法
第
３
条
第
３
項
第
３
号
に

規
定
す
る
非
常
勤
職
員 

【
主
な
職
務
内
容
】 

 

○
観
光
客
な
ど
へ
の
利
用
マ
ナ
ー
の
普
及
・
啓
発 

○
希
少
な
動
植
物
の
密
猟
や
盗
堀
の
監
視 

 

○
自
然
公
園
施
設
の
点
検
お
よ
び
応
急
補
修 

 

○
動
植
物
の
生
息
等
の
自
然
環
境
の
観
測
・
監
視 

 

○
小
笠
原
に
お
け
る
外
来
種
対
策
等
へ
の
協
力 

 

○
小
笠
原
に
お
け
る
観
光
業
者
な
ど
へ
の
指
導 

 

○
多
摩
地
域
に
お
け
る
、
サ
ポ
ー
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
指
導
・
監
督 

【
募
集
予
定
人
数
】 

 

《
多
摩
地
域

》
４
名
程
度 

 

《
小
笠
原
地
域
》
２
名
程
度 

【
勤
務
地
】 

多
摩
地
域
ま
た
は
小
笠
原
地
域
か
ら
応
募
時

に
選
択
（
小
笠
原
地
域
の
勤
務
予
定
地
は
、
父
島

ま
た
は
母
島
と
な
り
ま
す
。
） 

【
募
集
締
切
】
２
月
12
日
（木
） 

【
１
次
試
験
（筆
記
）】
２
月
22
日
（日
） 

 

《
試
験
会
場
》
都
内
区
部
お
よ
び
小
笠
原
父
島 

【
応
募
要
件
】 

 

○
自
然
環
境
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識 

 

○
自
然
保
護
活
動
、
野
外
活
動
の
経
験 

 

○
意
欲
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と 

 

○
普
通
自
動
車
免
許
（Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）の
所
持 

 

○
山
岳
地
域
を
巡
回
す
る
体
力
が
あ
る
こ
と 

 

○
小
笠
原
地
域
に
お
い
て
は
、
１
０
０
ｍ
程
度
泳

げ
る
こ
と 

 ※
募
集
要
項
は
小
笠
原
支
庁
土
木
課
、
母
島
出
張
所

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

http://w
w
w
2.k
ank
yo.m
etro.toky

o.jp/sizen
/ko
ue

n
/rang

er/saiyo
u.htm

 
 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
環
境
局
自
然
環
境
部
緑
環
境
課
自
然
公
園
計
画
係 

０
３
―
５
３
８
８
―
３
５
０
７ 

 

日
本
赤
十
字
社
社
費
の
お
礼 

  

昨
年
５
月
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
日
本
赤
十

字
社
の
社
費
募
集
に
つ
き
ま
し
て
、
多
大
な
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し 

た
。 

 

小
笠
原
支
部
で
は
、
合
計
４
４
１
口
、
22
万
５
百

円
の
社
費
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
報
告
方
々
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

日
本
赤
十
字
社
小
笠
原
支
部 

（
小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係
） 

２
―
２
１
２
１ 
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特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当 

 
 
 

 

東
京
都
で
は
、
著
し
く
重
度
の
障
害
を
も
つ
方
を

対
象
と
し
た
「
特
別
障
害
者
手
当
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。 

手
当
の
認
定
・
支
給
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
支
庁

で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

                     

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

母
島
の
停
電
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

  

東
京
電
電
力
母
島
発
電
所
で
は
、
発
電
所
電
気
設

備
の
法
定
点
検
の
た
め
に
母
島
全
域
の
停
電
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
様
へ
電
気
を
安
全
に
お
届
す
る
た
め
の

設
備
点
検
で
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
停
電
範
囲
】
母
島
全
域 

【
停
電
日
時
】
２
月
22
日
（日
）
午
前
０
時
〜
４
時 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

東
京
電
力
小
笠
原
事
務
所 

  

２
―
２
４
３
０ 

 
 

東
京
電
力
母
島
発
電
所 

 
  

３
―
２
４
３
１ 

 

通
信
衛
星
地
球
局
ア
ン
テ
ナ
点
検 

  

こ
の
度
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
安
心
な
通
信
を
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
に
通
信
衛
星
地
球
局
ア
ン
テ
ナ

点
検
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

万
一
、
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
っ
た
場
合
は

１
１
３
カ
ス
タ
マ
セ
ン
タ
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
点
検
日
程
】 

 

《
１
基
目
》
２
月
25
日
（水
） 

 

《
２
基
目
》
２
月
26
日
（木
） 

【
点
検
時
間
】
午
前
０
時
ご
ろ
〜
８
時
ご
ろ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本 
東
京
西
１
１
３
カ
ス
タ
マ
セ
ン
タ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
局
番
な
し
）１
１
３ 

 

小
笠
原
研
究
交
流
会
の
開
催 
 

昨
年
父
島
と
母
島
で
実
施
さ
れ
た
小
笠
原
諸
島
返

還
40
周
年
記
念
事
業
「
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
：
島

民
と
考
え
る
小
笠
原
の
可
能
性
」
と
サ
ン
ト
リ
ー
文

化
財
団
助
成
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
小
笠
原
の
文
化

を
考
え
る
」
を
継
続
し
発
展
さ
せ
る
「
小
笠
原
研
究

交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
２
月
13
日
（金
）、
14
日
（土
） 

午
後
６
時
30
分
〜
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
内
容
】
研
究
テ
ー
マ
発
表
と
質
疑 

 
 

発
表
は
、
島
嶼
学
会
の
研
究
者
を
中
心
に
小
笠

原
研
究
を
志
す
者
と
島
在
住
者
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。 

【
主
催
】
日
本
島
嶼
学
会
若
手
研
究
者
グ
ル
ー
プ 

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
ポ
ス
タ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

日
本
島
嶼
学
会
若
手
研
（山
上
） 

０
９
０
―
３
１
６
３
―
５
０
９
４ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
12
日
（木
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
13
日
（金
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 
第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
２
月
27
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
の
電
話
が
込

み
合
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
も

受
け
付
け
ま
す
。
事
前
予
約
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

２
月
25
日
（水
）ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

税
務
相
談
会
の
お
知
ら
せ 

 

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
次
の
日

程
で
「
税
務
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
税
金

に
関
す
る
疑
問
、
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
相
談
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

２
月
６
日
（金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

７
日
（土
）
午
前
９
時
〜
正
午 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
９
日
（月
）、
10
日
（火
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

《
場
所
》 

商
工
観
光
会
館
（Ｂ
‐し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室 

【
持
ち
物
】 

○
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
類 

○
平
成
20
年
中
の
売
上
や
経
費
を
ま
と
め
た
も
の 

○
昨
年
提
出
し
た
確
定
申
告
書
等
の
控
え 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

 

島
内
周
遊
ウ
ォ
ー
ク 

  

父
島
一
周
道
路
を
の
ん
び
り
歩
い
て
み
ま
せ
ん 

か
。
途
中
で
ク
イ
ズ
や
く
じ
ら
観
察
な
ど
楽
し
み
な

が
ら
、
全
部
で
約
16
㎞
の
行
程
を
歩
き
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
１
日
（日
） 

 
 
 
  
  
  

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
く
ら
い 

 
 

※
雨
天
中
止 

【
集
合
場
所
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド 

その他 手当額 対象者 
年齢
制限 

手当
種類 

本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

月
額
２
万
６
４
４
０
円 

※
た
だ
し
、
次
に
該
当

す
る
方
は
除
く 

①
施
設
入
所
者 

②
病
院
等
に
３
か
月

を
超
え
て
入
院
し

て
い
る
方 

重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時
特
別 

な
介
護
が
必
要
な
方 

○
概
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
，
２
級
、
愛
の 

 
 

手
帳
１
，
２
級
程
度
で
、
か
つ
そ
れ
ら
が
重
複

し
て
い
る
方 

○
こ
れ
ら
と
同
等
の
疾
病
、
精
神
障
害
の
方 

（
各
種
手
帳
を
取
得
し
て
い
な
く
て
も
可
） 

20
歳
以
上 

特
別
障
害
者
手
当 

月
額
１
万
４
３
８
０
円 

※
た
だ
し
、
次
に
該
当

す
る
方
は
除
く 

①
施
設
入
所
者 

②
障
害
を
理
由
と
す

る
公
的
年
金
受
給

者 

20
歳
未
満 

障
害
児
福
祉
手
当 
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【
参
加
資
格
】 

○
自
分
の
力
で
歩
け
る
方 

 
 

○
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
等
と
同
伴 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
お
弁
当
、
履
き
な
れ
た
靴 

【
参
加
費
】
１
０
０
円
（保
険
代
と
し
て
） 

 

○
一
緒
に
運
営
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 
２
―
２
６
６
６ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 
 ◎

ク
ジ
ラ
展 

〜
ザ
ト
ウ
と
マ
ッ
コ
ウ
、
ケ
ッ
コ
ウ
ち
が
う
！
〜 

見
て
、
ふ
れ
て
、
楽
し
く
知
ろ
う
！
ク
ジ
ラ
の

不
思
議
を
楽
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
期
間
】
２
月
５
日
（木
）〜
27
日
（金
）の
入
港
中 

３
月
２
日
（月
）〜
30
日
（月
）の
毎
日 

 

◎
特
別
展 

 

「
世
界
自
然
遺
産
候
補
地 

小
笠
原
を
探
検
し
て
み
る
」 

 
 

小
笠
原
諸
島
の
自
然
の
豊
か
さ
や
課
題
、
自
然

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト
を
用

い
て
や
さ
し
く
紹
介
し
ま
す
。 

【
期
間
】
５
月
中
旬
ご
ろ
ま
で 

  

３
月
の
繁
忙
期
は
夜
間
開
館
も
実
施
し
ま
す
。 

詳
細
は
街
中
に
掲
示
予
定
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー  
  
  
 

２
―
３
０
０
１ 

《
特
別
展
に
つ
い
て
》 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

小
笠
原
小
学
校 

学
校
公
開 

  

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
次
の
と
お
り
学
校
公
開
お

よ
び
道
徳
の
授
業
公
開
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

観
く
だ
さ
い
。 

◎
学
校
公
開 

【
日
程
】
２
月
12
日
（木
）
午
前
・
午
後 

13
日
（金
）
午
前
・
午
後 

14
日
（土
）
午
前 

【
目
的
】 

 
 

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
、
学
習
や
生
活
全
般

の
様
子
を
ご
参
観
い
た
だ
き
、
学
校
で
の
児
童
の

様
子
、
授
業
の
内
容
や
方
法
、
本
校
の
教
育
の
特

色
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【
内
容
】 

授
業
や
休
み
時
間
の
様
子
な
ど
の
公
開 

 

◎
道
徳
授
業
公
開 

【
日
程
】
２
月
14
日
（土
）
２
校
時
目 

【
目
的
】 

 
 

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
参
加
の
も
と
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
実
現
す
る
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
く
気
持
ち
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【
内
容
】 

 
 

道
徳
の
授
業
参
観
の
他
に
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
が
一
緒
に
な
っ
て
、
子
育
て
に
つ
い
て
普
段

思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
す
時
間
も
設
定
い
た
し
ま

す
。 

【
共
催
】
東
京
都
教
育
委
員
会 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 

小
笠
原
高
校 

授
業
公
開 

 

【
期
間
】
２
月
12
日
（木
）〜
18
日
（水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
土
日
は
除
く 

【
時
間
】
１
時
間
目 

午
前
８
時
20
分 

 
 
 
 
 

〜
６
時
間
目 

午
後
３
時
20
分
終
了 

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】 

 
 

当
日
受
付
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。 

 

お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
大
勢
の

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

 高
校
寄
宿
舎
食
事
賄
い
契
約
者
募
集 

 

小
笠
原
高
校
で
は
、
母
島
出
身
の
生
徒
の
寄
宿
舎

（ぎ
ん
ね
む
寮
）で
、
寮
生
の
た
め
に
食
事
賄
い
を
請

け
負
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

【
契
約
内
容
】 

１
日
３
食
、
５
〜
７
人
程
度
の
食
事
賄
い
を
１

年
間
通
じ
て
提
供
で
き
る
こ
と 

※
た
だ
し
、
高
校
の
夏
季
・
冬
季
・
春
季
休
業
中

は
除
く
。 

【
契
約
期
間
】 

平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日 

【
応
募
期
間
】
２
月
２
日
（月
）〜
16
日
（月
）  

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
高
校
（塩
谷
） 

 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館 

  

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（図
書
室
含
む
）は
館
内
清
掃

の
た
め
、
次
の
と
お
り
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。 

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
臨
時
休
館
日
】
２
月
14
日
（土
） 

  

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
―
２
９
１
１ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 
図
書
館
は
人
々
の
「
知
る
自
由
（知
る
権
利
）」を
保

障
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
資
料
・
情
報
を
収
集
・

整
理
し
、
そ
れ
を
人
び
と
に
提
供
す
る
専
門
サ
ー
ビ

ス
業
で
す
。 

父
島
図
書
室
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
る
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
中
に
は
問
題
の
あ
る
方
も
い
ま
す
。 

返
却
期
限
を
守
ら
な
い
、
ま
た
貸
し
、
督
促
に
応

じ
な
い
、
無
断
持
ち
出
し
、
同
一
資
料
の
長
期
独
占
、

こ
れ
ら
の
行
為
は
他
の
多
く
の
利
用
者
の
知
る
権
利

を
著
し
く
阻
害
す
る
行
為
な
の
で
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

課
す
な
ど
、
迷
惑
行
為
が
な
く
な
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

返
却
期
限
を
過
ぎ
た
図
書
の
あ
る
方
は
、
返
却
ま

で
貸
し
出
し
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
図
書
室
内
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
２
月
・
３
月
は
、
図
書
整
理
期
間
で
す 

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
で
「
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室
」
や
「
父
島
村
民
会
館
」
の
本
を
見
か
け

ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
ご
返
却
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

誰
が
い
つ
借
り
た
か
な
ど
分
か
ら
な
く
て
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
旨
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。 皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ◎
図
書
の
寄
贈
に
つ
い
て 

２
０
０
８
年
の
寄
贈
総
数
は
、
約
１
８
３
０

冊
（１
８
９
件
）で
し
た
。
多
数
の
図
書
や
雑
誌

を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

図
書
を
寄
贈
し
て
頂
く
際
に
は
、
次
の
こ
と

を
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
小
笠
原
に
関
連
す
る
本 

○
最
近
１
〜
２
年
間
の
新
刊
本 

○
今
、
人
気
の
あ
る
本 

※
書
き
込
み
や
傷
の
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
古
本
は
図

書
室
で
は
活
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

２
―
２
９
１
１ 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 
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ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
入
会
児
募
集 

 
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
「
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

入
会
児
（平
成
21
年
４
月
）を
募
集
し
ま
す
。 

【
入
会
資
格
】 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
３
歳
児
（平

成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）お
よ
び
４
歳
児
（
平
成
16
年
４
月
２
日

〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
） 

 

②
保
護
者
が
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
の
方 

 

③
保
護
者
が
活
動
に
参
加
で
き
る
方 

【
申
込
期
間
】
２
月
６
日
（金
）〜
16
日
（月
） 

【
そ
の
他
】 

○
引
き
続
き
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
も
新
た
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

 

○
入
会
案
内
、
入
会
申
込
書
は
説
明
会
で
お
配
り

し
ま
す
。 

 

◎
入
会
説
明
会 

《
日
時
》
２
月
６
日
（金
）
午
後
３
時
〜 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

※
入
会
を
考
え
て
い
る
方
は
、
説
明
会
に
必
ず
お

越
し
く
だ
さ
い
。
説
明
会
の
間
、
お
子
さ
ん
が

遊
ん
で
い
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い

ま
す
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

福
祉
バ
ザ
ー
２
０
０
９ 

お
よ
び 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
『
０
展
』
同
時
開
催 

 
 ◎

福
祉
バ
ザ
ー 

【
日
時
】
２
月
11
日
（水
） 

午
前
11
時
〜
午
後
２
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
フ
ロ
ア 

【
内
容
】 

衣
類
、
雑
貨
、
家
具
な
ど
の
販
売
、
食
べ
物
の

販
売 

※
２
月
９
日
（月
）ま
で
、
バ
ザ
ー
で
販
売
す
る
寄

付
物
品
を
募
集
し
ま
す
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
で
の

ご
来
場
は
で
き
る
だ
け
避
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集 

雑
貨
の
店
、
食
べ
物
の
店
（提
出
書
類
が
あ
る

の
で
２
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
）の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。 

※
出
店
希
望
者
の
場
所
取
り
は
、
バ
ザ
ー
当
日
の
午

前
９
時
か
ら
で
す
。
譲
り
合
っ
て
出
店
し
て
く
だ

さ
い
。 

※
食
べ
物
の
出
店
は
指
定
の
場
所
に
な
り
ま
す
。 

※
売
り
上
げ
の
一
部
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
『
０ゼ

ロ

展
』 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー
中
庭 

（
雨
天
時 

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
フ
ロ
ア
） 

【
作
品
募
集
】 

２
月
９
日
（
月
）
ま
で
出
展
作
品
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

※
詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 
２
―
２
４
８
６ 

 

男
の
料
理
教
室
受
講
生
募
集 

 

◎
第
５
回 

季
節
「
弥
生
」
の
料
理
を
作
る 

〜
場
所
を
移
し
昼
食
会
を
し
ま
す
。
〜 

 

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
は
日
ご
ろ
の
食
習
慣

が
大
切
で
す
。 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
た
い
。
ま

た
、
料
理
好
き
だ
が
自
己
流
な
の
で
、
正
し
い
料
理

法
を
知
り
た
い
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

詳
し
い
料
理
内
容
は
、
締
め
切
り
後
ご
連
絡
し
ま

す
。 

【
日
時
】
３
月
１
日
（日
） 

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ご
ろ 

 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度
（成
人
男
性
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
程
度
（食
材
に
よ
る
） 

【
持
ち
物
】 

包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
前
掛
け
、
三
角
巾
（バ

ン
ダ
ナ
・
タ
オ
ル
可
）、
飲
み
物 

【
申
込
締
切
】
２
月
20
日
（金
）
※
先
着
順 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

社
会
福
祉
法
人
明
老
会 

看
護
師
募
集 

 

【
職
種
】
看
護
師 

１
名 

【
仕
事
内
容
】 

 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
の
看

護
・
介
護
業
務 

（
健
康
管
理
、
機
能
訓
練
、
入
浴
、
送
迎
、
他
業
務
） 

【
勤
務
日
時
】 

月
〜
金
曜
日
（土
日
祝
日
原
則
休
み
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分 

（内
１
時
間
休
憩
） 

 

※
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
時
は
夜
勤
な
ど
の
変
則
勤
務
有 

【
応
募
資
格
】 

 
 

看
護
師
資
格
、
普
通
運
転
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）
、

医
療
・
福
祉
現
場
で
の
業
務
経
験
４
年
以
上 

【
そ
の
他
】 

 
 

社
会
保
険
完
備
、
借
上
社
宅
有
（内
地
採
用
者
） 

【
募
集
締
切
】
２
月
13
日
（金
） 

 

○
栄
養
士
（契
約
社
員
）、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（登
録
社

員
）も
募
集
し
て
い
ま
す
。 

○
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

社
会
福
祉
法
人 
明
老
会 

 
 
 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 

（井
上
）
２
―
３
９
１
１
、
３
９
１
２ 

 
 
 

メ
ー
ル 

 
 
 
m
eiro
uk
ai@
h2.dion.ne.jp 

                                       

２月の燃料油価格変動調整金 
 

 ２月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおり改定となります。 
翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合
わせください。※（  ）内は変動調整額 

単位：円 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２２，５７０ １１，２９０ 

特 ２等 ３３，８５０ １６，９３０ 

１ 等 ４５，１４０ ２２，５７０ 

特 １等 ５２，１９０ ２６，１００ 

特 等 ５６，４９０ ２８，２５０ 

２等（学割） １８，０６０ 
 

２等 
（身体障害者割引） １１，２９０  ５，６５０ 
村民割引 
（往復）２等 ３３，８６０ １６，９４０ 

貨
物
運
賃 

１ 等 品  １５，２０４ 

２ 等 品  １４，１５４ 

３ 等 品  １３，０２０ 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５２３ 

０．０７５トン以下  １，１３４ 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１ 等 品  ８，４９９ （+435） 

２ 等 品  ７，９６８ （+408） 

３ 等 品  ７，４３７ （+381） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８５２ （+44） 

０．０７５トン以下 ６４２ （+33） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，１２０ (+340) ２，０６０ (+170) 

１ 等 ８，２４０ (+680) ４，１２０ (+340) 

村民割引 
（往復）２等 ５，３６０ (+440) ２，６８０ (+220) 

 

ゼ
ロ 
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島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

【
生
き
物
を
さ
が
し
隊
！
】
※
抽
選 

〜
小
さ
な
生
き
物
か
ら
、
大
き
な
生
き
物
ま
で 

三
日
月
山
ま
で
探
検
し
な
が
ら
、 

い
ろ
い
ろ
見
つ
け
て
み
よ
う
!!
〜 

《
日
時
》
２
月
21
日
（土
） 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時 

※
雨
天
時
は
４
月
に
延
期 

 

《
対
象
者
》
小
学
生
、
中
学
生 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
環
境
省 

【
予
約
方
法
】 

用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

【
申
込
締
切
】
２
月
６
日
（金
） 

 

※
詳
細
は
、
島
で
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

０
９
０
｜
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

      

午
後
外
来
の
変
更
（父
島
） 

 

２
月
11
日
（
水
）は
祝
日
に
あ
た
る
た
め
診
療
所

は
休
診
と
な
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
10
日
（火
）午
後
も
診
察
を
行
い
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

健
康
診
断
結
果
説
明
会 

 

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
健
診
の
結
果
返
却
と
と

も
に
、
医
師
、
栄
養
士
、
保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
健
康
診
断
を
受
診
さ
れ
た
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
19
日
（木
）、
20
日
（金
） 

午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

 
 
 

（
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時
を
除
く) 

《
場
所
》 

母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
25
日
（水
）〜
27
日
（金
） 

午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

 
 
 

（
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
２
時
を
除
く
） 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

結
果
説
明
会
以
降
は
、
父
島
在
住
の
方
は
、
村
民

課
福
祉
係
窓
口
に
て
、
母
島
在
住
の
方
は
、
母
島
支

所
窓
口
に
て
結
果
を
返
却
い
た
し
ま
す
。 

お
早
め
に
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）
、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
２
月
13
日
（金
）
午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

公
開
い
き
い
き
体
操
教
室
（父
島
） 

 
 

い
き
い
き
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

※
た
だ
し
次
に
当
て
は
ま
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。 

①
主
治
医
に
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方 

②
歩
行
に
介
助
が
必
要
な
方 

③
要
介
護
1
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

【
日
時
】
２
月
３
日
（火
）〜
26
日
（木
） 

の
毎
週
火
・
木
曜
日 

 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

【
場
所
】
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

明
老
会 

 
 
 
 

２
―
３
９
１
１ 

      

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

〜
「あ
か
ぽ
っ
ぽ
の
日
」盛
況
に
開
催
さ
れ
る
〜 

  

小
笠
原
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ

ラ
ス
バ
ト
（愛
称
「
あ
か
ぽ
っ
ぽ
」）を
絶
滅
の
危
機
か

ら
救
う
た
め
に
、
昨
年
１
月
父
島
で
、
島
外
の
調
査

研
究
者
、
行
政
担
当
官
、
動
物
園
、
獣
医
師
に
加
え
、

父
島
・
母
島
か
ら
も
村
民
が
60
人
ほ
ど
加
わ
っ
て

「
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
保
全
計
画
づ
く
り
国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
３
日
間
の
話
し
合
い
で
策
定
さ
れ
た
保
全
の
行
動

計
画
に
基
づ
き
、
実
行
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
議
か
ら
１
年
経
っ
て
、
１
人
で
も
多
く
の

住
民
の
方
々
に
、
こ
の
絶
滅
に
瀕
し
た
ハ
ト
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
い
、
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か

を
一
緒
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
「あ
か
ぽ
っ
ぽ
の
日
」を
先
月
父
島
と
母
島
で

開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
１
年
間
で
進
ん
だ
様
々
な
活
動
状
況
は
、
母

島
船
客
待
合
所
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
同
時
開
催
の

「あ
か
ぽ
っ
ぽ
展
」や
講
演
会
で
報
告
し
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
保
護
増
殖
活
動
を
行
っ
て
い
る
動
物
園

で
は
、
飼
育
技
術
の
改
善
が
進
み
、
大
学
と
の
共
同

研
究
に
よ
る
子
育
て
の
行
動
観
察
、
動
物
園
で
の
「
あ

か
ぽ
っ
ぽ
祭
り
」な
ど
が
実
現
し
ま
し
た
。 

一
方
小
笠
原
で
は
、
様
々
な
ハ
ト
の
生
物
学
的
情

報
の
収
集
、
生
息
地
の
森
の
復
元
作
業
、
最
大
の
脅

威
と
な
っ
て
い
る
山
の
ネ
コ
対
策
（飼
い
ネ
コ
識
別

の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
挿
入
と
不
妊
化
手
術
の

派
遣
診
療
）、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
村
民
向
け
の
広

報
活
動
な
ど
が
進
み
ま
し
た
。 

最
新
の
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ

ラ
ス
バ
ト
の
名
前
は
98
％
、
あ
か
ぽ
っ
ぽ
（
愛
称
）

は
89
％
の
人
に
認
知
さ
れ
て
お
り
、
島
の
中
で
こ
の

ハ
ト
の
存
在
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し

た
。 

 

１
月
12
日
に
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
父
島
）
で
開

催
さ
れ
た
「
あ
か
ぽ
っ
ぽ
の
日
の
つ
ど
い
」
で
は
、

午
前
中
は
、
あ
か
ぽ
っ
ぽ
の
キ
ャ
ッ
プ
、
ハ
ン
コ
、

紙
飛
行
機
な
ど
工
作
づ
く
り
、
行
動
計
画
進
捗
の
紹

介
ポ
ス
タ
ー
展
示
、
ハ
ト
映
像
ブ
ー
ス
の
イ
ベ
ン
ト

に
親
子
連
れ
が
94
名
余
り
参
加
し
、
午
後
に
行
わ
れ

た
行
動
計
画
の
情
報
共
有
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ 

シ
ョ
ン
に
は
、
66
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

議
題
は
、
ネ
コ
問
題
の
進
捗
と
今
後
の
方
向
性
、

ハ
ト
と
の
付
き
合
い
方
（年
末
年
始
に
ハ
ト
が
、
都
道

で
餌
を
食
べ
に
頻
繁
に
現
れ
、
村
民
や
観
光
客
が
20

名
ほ
ど
で
取
り
囲
ん
で
写
真
撮
影
し
た
事
例
）
に
つ

い
て
意
見
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
ネ
コ
対
策
を
行
っ

て
い
る
第
一
の
理
由
が
、
ハ
ト
の
保
全
を
目
的
と
し

て
い
る
こ
と
も
認
識
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
に
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
母
島
の
「
あ
か
ぽ
っ
ぽ 

 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
、
パ
ネ
ル
展
示
の
「あ
か
ぽ
っ
ぽ
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展
」
（父
島
・
母
島
）も
好
評
で
し
た
。
父
島
で
の
「
あ

か
ぽ
っ
ぽ
の
森
を
歩
く
」
は
雨
の
た
め
２
月
に
順
延

さ
れ
ま
し
た
。 

 

あ
か
ぽ
っ
ぽ
を
未
来
に
残
す
た
め
、
ア
カ
ガ
シ
ラ

カ
ラ
ス
バ
ト
の
現
状
を
認
識
し
、
身
近
な
問
題
と
し

て
考
え
て
い
く
人
が
１
人
で
も
多
く
な
る
よ
う
に
、

こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
か
ぽ
っ
ぽ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

代
表 

堀
越
和
夫 

 

               

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
候
補
地 

 
 
 
 
   

説
明
会
の
開
催 

 

小
笠
原
の
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
に
向
け
た
作
業

の
進
歩
状
況
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
説

明
内
容
は
、
世
界
自
然
遺
産
へ
の
推
薦
状
況
と
作
業

進
行
状
況
に
つ
い
て
、
遺
産
区
域
の
設
定
範
囲
な
ど

で
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
２
日
（月
）
午
後
７
時
〜 

《
場
所
》
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
３
日
（火
）
午
後
７
時
〜 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
１
階
体
育
室 

【
主
催
】 

小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
地
域
連

絡
会
議
事
務
局 

（
関
東
地
方
環
境
事
務
所
、
関
東
森
林
管
理
局
、

東
京
都
、
小
笠
原
村
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 

ア
カ
ギ
木
工
教
室
（父
島
） 

  

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
伴
う
外
来
種
対
策
の
一
環

と
し
て
、
伐
採
さ
れ
た
ア
カ
ギ
材
な
ど
を
利
用
し
た

木
工
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
先
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
２
月
22
日
（日
）
午
後
２
時
〜 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
内
容
】
箸
ま
た
は
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り 

【
作
業
時
間
（目
安
）】 

 

《
箸

作

り
》
２
時
間
程
度 

 

《
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
》
４
時
間
程
度 

【
募
集
定
数
】
30
名 

※
先
着
順 

【
注
意
事
項
】 

○
工
具
な
ど
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
が
、
服
装

に
つ
い
て
は
汚
れ
て
も
良
い
よ
う
な
も
の
で

お
願
い
し
ま
す
。 

○
小
さ
い
お
子
様
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
11
回
「
樹
を
見
て
、
ハ
ト
を
見
ず
」 

 

ど
ん
な
人
気
者
も
、
い
つ
か
は
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
パ
ン
ダ
も
、
秦
の
始
皇
帝
も
、
こ
の
理
か
ら
は

逃
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

例
え
ば
、
50
羽
の
ア
カ
ポ
ッ
ポ
が
25
つ
が
い
を

作
り
、
25
卵
が
生
ま
れ
、
半
分
が
孵
化
し
て
12
羽

が
巣
立
つ
と
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
全
体
の
数
が

安
定
し
て
い
る
な
ら
、
毎
年
12
羽
が
ど
こ
か
で
死
ん

で
い
る
は
ず
で
す
。 

彼
ら
の
寿
命
は
せ
い
ぜ
い
10
数
年
で
し
ょ
う
。
現

在
見
守
っ
て
い
る
個
体
も
、
遠
く
な
い
将
来
に
必
ず

死
に
ま
す
。
自
然
界
の
死
は
、
誕
生
と
対
に
な
る
自

然
な
現
象
で
す
。
保
全
を
考
え
る
上
で
大
切
な
の
は

集
団
の
存
続
で
、
個
体
の
死
へ
の
感
傷
と
は
切
り
離

し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
集
団
の
安
定
存
続

に
は
、
一
定
個
体
数
の
死
が
必
要
で
す
。
特
定
の
種

が
増
え
す
ぎ
る
と
、
生
態
系
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
か
ら
で
す
。 

                    

ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
死
も
、
本
来
は
干
渉
せ
ず
に
見
送

る
べ
き
で
す
。
た
だ
し
、
今
は
、
そ
う
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
個
体
数
の
少
な
さ
ゆ
え
に
、
１

羽
の
死
が
集
団
全
体
の
衰
退
に
直
結
す
る
か
ら
で 

す
。
本
来
は
気
に
し
な
く
て
よ
い
１
本
の
樹
の
枯
死

が
、
森
全
体
の
崩
壊
に
関
わ
る
状
況
な
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

死
に
ゆ
く
ア
カ
ポ
ッ
ポ
を
前
に
し
て
、
自
然
の
摂

理
と
見
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
こ
の
鳥
の
保

全
目
標
で
す
。
森
を
見
て
、
樹
を
見
ず
に
す
ま
せ
た

い
も
の
で
す
。 

森
林
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
55 

「
小
笠
原
と
ク
ジ
ラ
の
関
係
」 

 

小
笠
原
と
ク
ジ
ラ
と
の
関
わ
り
は
今
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
を
紐
解
く
と
、
19
世

紀
の
欧
米
系
島
民
の
移
住
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
式
捕

鯨
が
そ
の
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す 

し
、
20
世
紀
に
は
日
本
の
捕
鯨
会
社
に
よ
る
捕
鯨
が

こ
の
近
海
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
史
実

は
小
笠
原
の
歴
史
を
知
る
上
で
も
重
要
な
手
が
か
り

の
ひ
と
つ
と
な
る
の
で
す
が
、
当
時
の
捕
鯨
に
関
す

る
資
料
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
断
片
的
に
し

か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
私
た
ち
が
そ
の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
兄
島
滝
之
浦
で

す
。
滝
之
浦
に
行
く
と
海
岸
に
煉
瓦
積
み
の
構
造
物

や
赤
く
錆
び
た
鉄
の
塊
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
は

戦
前
か
ら
戦
中
に
か
け
て
、
沖
合
で
捕
っ
た
ク
ジ
ラ

を
解
体
、
処
理
す
る
施
設
が
あ
っ
た
跡
な
の
で
す
。 

 

最
近
、
こ
の
解
体
処
理
場
の
当
時
の
見
取
り
図
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
図
を
頼
り
に
当
時

の
様
子
を
復
元
す
る
作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、
古
い

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 

あかぽっぽの日 
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見
取
り
図
が
70
年
近
い
年
月
を
経
て
、
小
笠
原
の
歴

史
の
ひ
と
コ
マ
を
語
り
か
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

復
元
の
様
子
は
ま
た
の
機
会
に
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
中
で
当
時
の
捕
鯨
の
様
子

（
父
島
清
瀬
の
鯨
体
処
理
場
や
母
島
の
捕
鯨
の
こ
と

も
含
め
て
）
を
知
る
方
や
写
真
を
お
持
ち
の
方
が
い

ら
し
た
ら
、
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小
笠
原
の
歴
史
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
紡
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
兄
島
は
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
保
存
地

区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
滝
之
浦
な
ど
の
海
岸
部
以

外
は
原
則
入
林
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
93 

 

―
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
国
際
共
同
研
究 

報
告
１
― 

 
 

２
０
０
４
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

北
太
平
洋
最
大
の
国
際
共
同
研
究
は
、
昨
年
初
夏
に

最
初
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
研
究
は
「
ス

プ
ラ
ッ
シ
ュ
※
」
と
呼
ば
れ
、
北
太
平
洋
の
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
の
個
体
数
や
回
遊
の
動
向
な
ど
を
調
べ
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。 

２
０
０
４
〜
２
０
０
６
年
を
調
査
年
、
２
０
０
７

〜
２
０
０
８
年
を
解
析
年
と
し
て
10
か
国
の
研
究

者
が
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
は
、

６
か
国
50
チ
ー
ム
で
行
い
、
調
査
員
は
４
０
０
人
を

超
え
ま
す
。 

ア
ジ
ア
か
ら
は
、

小
笠
原
海
洋
セ
ン 

タ
ー
（小
笠
原
海
域
）、

美
ら
海
水
族
館
（
沖

縄
本
島
周
辺
、
慶
良

間
諸
島
海
域
）、
世
界

自
然
保
護
基
金
（
Ｗ

Ｗ
Ｆ
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
（フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
海
域
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
本
誌
面
を
お
借
り
し
て
、
得
ら
れ
た

結
果
を
数
回
に
わ
け
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

※
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ(

Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ) 

Structure
 o
f P
op
ulatio

n, L
evels of A

bun
dance 

an
d Status of H

um
p
backs 

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
社
会
構
成
、
生
息
数
と
そ
の
現
状
」 

                 ◎
撮
影
さ
れ
た
写
真
数 

３
年
間
で
撮
影
さ
れ
た
尾
ビ
レ
の
写
真
数
は
、
２

万
７
２
３
８
枚
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
照
合
作
業
で

の
見
落
と
し
を
避
け
る
た
め
、
尾
ビ
レ
の
角
度
や
高

さ
の
基
準
を
設
け
、
全
体
が
写
っ
て
い
る
写
真
（１
万

８
４
６
９
枚
）を
厳
選
し
ま
し
た
。
照
合
作
業
を
行
っ

た
６
名
は
、
幾
度
に
も
わ
た
る
試
験
的
な
作
業
の
中

で
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
１
万
８
４
６
９
頭
の
中
か
ら
、
重
複
を
除
い

た
７
９
４
１
個
体
の
記
録
が
、
デ
ー
タ
解
析
に
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
夏
の
餌
場
と
冬
の
繁
殖
場
に
わ
け
る

と
、
繁
殖
場
で
は
４
５
１
６
個
体
が
２
０
０
４
〜 

２
０
０
６
年
の
３
シ
ー
ズ
ン
中
の
最
低
１
シ
ー
ズ
ン

に
識
別
さ
れ
、
餌
場
で
は
４
３
２
８
個
体
が
２
０
０

４
、
２
０
０
５
年
の
２
シ
ー
ズ
ン
中
に
識
別
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ち
な
み
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
２
０
０
４
年

１
１
４
個
体
、
２
０
０
５
年
１
２
３
個
体
、
２
０
０

６
年
１
１
９
個
体
の
写
真
を
提
出
し
て
い
ま
す
。 

次
号
で
は
、
こ
の
繁
殖
場
と
餌
場
間
の
移
動
に
つ

い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

２
―
２
８
３
０ 

http://
bo
nin-
ocean.net 

                          

                                       

 

夏の餌場  冬の繁殖場 

メキシコ 

小笠原 
沖縄 

カリフォルニア 

アラスカ  

バンクーバー  

ベーリング海  

カムチャッカ 

ハワイ 

SPLASH調査地点 

フィールド調査は、アメリカ、カナダ、ロシア、メキシコ、

コスタ・リカ、日本、フィリピンの7か国で行われた。 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 １０８ 号 ― 

 

 

村民課福祉係 

２－３９３９ 

クジラの伝言板 

 

もうすぐ健康診断の結果が返ってきます。 

１２月に実施した小笠原村健康診断の受診結果の返却時期になりました。 

今年も恒例の「健康診断結果説明会」を開催いたします。ぜひ、ご参加ください。 

 

父島  地域福祉センター２階大会議室     午前 9時～午後 6時（午前 11時 30分～午後2時を除く） 

開催日 ： 2月２５日（水） ・ 2月 26日（木） ・ 2 月 27日（金） 

母島  母島診療所２階カンファレンスルーム  午前 9時～午後 6時（午前 11時 30分～午後2時を除く） 

開催日 ： 2月 19日（木） ・ 2月 20日（金） 

健康診断結果説明会日程表 

健診結果の見方 

① 基準値と比べてどうか。 ②過去の自分の数値と比べてどうか。 

 ポイント 

たとえ健診数値が基準値内であったとしても、それは一般的な基準であって「健康

のお墨付き」をもらえたわけではありません。大切なのは、個人の数年にわたる健

診数値。いわば「あなただけの基準値」です。あなた自身の数値がどのように変動

しているかをよく把握することが、病気の発見や生活習慣の改善につながります。 

 

～ 例 ～ AさんとBさんの中性脂肪、心配なのはどっち？ 

      Aさん             Bさん 

    前々年…１４０mg/dl      前々年…５０mg/dl 

    前 年…１４２mg/dl      前 年…５５mg/dl 

    今 年…１４５mg/dl      今 年…１３０mg/dl 

（中性脂肪の基準値：１５０mg/dl 未満） 

二人とも基準値内ですが、A さんは値にあまり変化が見られないのに対し、B さん

は基準値内におさまっていますが、前々年、前年と比べて大きく変化しています。 

Bさんの体の中では確実に何らかの変化が起きています。Bさん、心配です。 

今年度から実施される特定保健指導の対

象者には、個別に通知連絡いたします。 

特定保健指導には、事前に予約が必要と

なります。通知が届きましたら予約をお

願いいたします。 

お知らせ 

クジラ：健康診断、わたしも受けてきました。いよいよ結果が返って来るのですね。 

ドキドキして眠れないかもしれません。 

保健師：そうですね、体の中のことは見た目では分からないので、どのような結果が返ってく

るのか、楽しみでもあり、不安でもありますよね。結果は 2 か月前のあなたの体の

状態をあらわしています。結果に一喜一憂した後は、今年の健診ではもっといい結果

が出せるよう、今回の結果を自分の生活に活かしましょう。お手伝いが必要な時はい

つでも声をかけて下さいね。 

クジラ：お願いします！結果は保健師さんと一緒に確認しようっと。あ、安心したら眠くなっ

てきた・・・ぐぅ～～ぐぅ～～～。 

大
幅
に
変
化 

忙しくて来られ

ない方は、右の

見方のポイント

を参考にしてく

ださい！ 



出港日 地域福祉センター臨時休館

男の料理教室 小笠原小学校道徳授業公開

高校図書館開放

整形外科専門診療（父島 ～6）

村都民税の納期 出港日

償却資産申告締切

父島保育園児申込受付（～20） 所得の申告（～3/16）

母島保育園児募集説明会 母島巡回労働相談

父島動物巡回診療申込受付（～17）

シロアリ対策事業予約受付（～3/6） 父島ノヤギ駆除

小笠原諸島世界自然遺産候補地説明会（父島）

高校寄宿舎食事賄い契約者募集（～16） 入港日

フットサル教室（母島）

母島保育園児申込受付（～20） 小中学生将棋教室（父島）

小笠原諸島世界自然遺産候補地説明会（母島） 村民意見・提案・相談受付窓口

父島ノヤギ駆除

健康診断結果説明会（母島 ～20）

将棋教室（父島）

入港日 フットサル教室（父島）

定期予防接種 将棋教室（母島）

税務相談会（母島 ～7） 出港日

ちびっこクラブ入会説明会・入会申込受付（～16） 父島動物巡回診療（～22）

小学生フットサル教室（父島）

高校図書館開放 生き物を探し隊！

出港日 母島全域停電（午前０時～４時）

原付免許学科試験

税務相談会（父島 ～10） アカギ木工教室

父島ノヤギ駆除 父島ノヤギ駆除
23 月

22 日

2 月

10 火

14 土
1 日

水4

土7

8 日

9

5 木

3 火

行　事　予　定日付 曜日日付 曜日 行　事　予　定

6

17 火

水18

21 土

19 木

20

15 日

16 月

金

金

月

福祉バザー 入港日

フリーマーケット・０（ゼロ）展 裁判員制度に関する説明会（母島）

入港日 健康診断結果説明会（父島 ～27）

くらしの法律・税金相談（～13） 裁判員制度に関する説明会（父島 ～26）

小笠原小学校学校公開（～14） 下水道出前授業

小笠原高校授業公開（～18） 通信衛星地球局アンテナ点検（～26）

東京三弁護士会による法律相談（母島）

東京都レンジャー募集締切

乳幼児健診・歯科健診（父島） 出港日

シンポジウム「小笠原観光の将来とシニアの旅行市場」 電話による無料法律相談

小笠原研究交流会（～14）

東京三弁護士会による法律相談（父島） 高校図書館開放

明老会看護師募集締切

24 火

23 月10 火

12

金13

水11

25
木

水

26 木

27 金

28 土

建国記念の日


